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G-3 播種性血管内凝固症候群（ＤＩＣ）の患者に対する脂肪乳剤のイント

ラリポス輸液の投与について

《令和元年８月２９日新規》

○ 取扱い

播種性血管内凝固症候群（ＤＩＣ）の患者に対する脂肪乳剤のイントラ

リポス輸液の投与は、原則として認めない。

○ 取扱いの根拠

イントラリポス輸液は、静注用脂肪乳剤であり、添付文書上の適応症は、

「術前・術後、急・慢性消化器疾患、消耗性疾患、火傷（熱傷）・外傷、

長期にわたる意識不明状態時の栄養補給」となっている。

脂肪乳剤のイントラリポス輸液については、その副作用として血栓症の

患者において凝固能の亢進により病状が悪化するおそれがあること、また、

重篤な血液凝固障害のある患者において出血傾向があらわれるおそれが

あることが指摘されている。

したがって、「ＤＩＣ」の患者に対する脂肪乳剤のイントラリポス輸液

の投与は、原則認められないと判断した。


